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はしがき

研究目的

外界から顕示的に与えられる情報はしばしば不十分なので、ヒトは種々の補完的情報を仮説的

に援用して素早く外界を認識する。本研究の目的は、明示的に提示されない事象(非顕示事象)

の認識を、霊長類、鳥類、ヒトを対象に同じ手続きで比較し、またそれらの発達的変化を比較

することを通じて、物理的・社会的環境の認識を制約するこれらの仮説が、ヒトの進化の過程

でいかに発生したのかを、解明することである。認識のための仮説は、どのようにでも解釈可

能な事象に対して最も明瞭な形で現れると考えられる。非顕示事象の認識に関する比較研究に

より、ヒトを含めた多様な動物の認識機構を、認識の制約という観点から統一的に理解するこ

とを目指した。
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